
二十歳の集い  令和８年１月１１日：ミントゥ井波文化ホール(南砺市井波総合文化センター） 令
和
8
年 

3
月
20
日 

発
行
　
編
集
発
行
／
井
波
地
域
づ
く
り
協
議
会  

　
印
刷
／
　
プ
ラ
ン
ニ
ン
グ
オ
フ
ィ
ス 

グ
ロ
ー
ブ

（有）

発行：令和8年
3月20日

第21号
Vol.21

6

井波地域づくり協議会

井波地区の人口と世帯数の推移

人 　 口

男 　 性

女 　 性

世 帯 数

R7.2月末 現在

　4,053人　

　1,905人　

　2,148人　

　1,687世帯

R8.2月末 現在

　3,904人　

　1,839人　

　2,065人　

　1,686世帯

    増　減

△ 149人　

△ 66人　

△ 83人　

△ 1世帯

△印：減少

４月 全国春の交通安全運動
 井波地域づくり協議会総会
 忠霊塔清掃
５月 青色防犯パトロール実施者講習会
６月 大門川桜下草刈事業
 地域内道路等維持サポート事業
７月 青色防犯パトロール
 広報いなみ第22号発行
 七夕まつり
毎週木曜日　あすも元気デイ
毎週第一水曜日　月一サロン

発　行： 井波地域づくり協議会
〒932-0231 南砺市山見1739-2「アスモ」2F
Tel/Fax 0763-82-3744
Email：kyougikai@inami.net
ホームページ：https:// inami.net

4月～7月の行事予定

二
十
歳
を
迎
え
て

　

先
日
、
私
は
二
十
歳
の
集
い
に
参
加
し
ま
し
た
。。
会
場

に
足
を
踏
み
入
れ
た
瞬
間
、
華
や
か
な
振
袖
や
ス
ー
ツ
姿
の

同
級
生
た
ち
が
目
に
入
り
、
懐
か
し
い
気
持
ち
で
い
っ
ぱ
い

に
な
り
ま
し
た
。
つ
い
こ
の
間
ま
で
同
じ
教
室
で
過
ご
し

て
い
た
は
ず
の
皆
に
大
人
の
雰
囲
気
を
感
じ
、
時
間
の
流
れ

の
早
さ
を
実
感
し
ま
し
た
。

　

式
典
で
は
田
中
市
長
や
来
濱
の
方
々
、
そ
し
て
恩
師
の
お

話
を
伺
い
、
大
人
と
し
て
の
責
任
や
、
社
会
の
一
員
と
し
て

の
自
覚
に
つ
い
て
改
め
て
考
え
さ
せ
ら
れ
ま
し
た
。

　

こ
れ
ま
で
は「
成
人
」と
い
う
言
葉
に
あ
ま
り
実
感
が
湧

い
て
い
ま
せ
ん
で
し
た
が
、
そ
の
意
味
の
重
さ
を
少
し
ず
つ

理
解
で
き
た
よ
う
に
思
い
ま
す
。

　

式
典
の
後
に
は
友
人
た
ち
と
再
会
し
、
写
真
を
撮
っ
た
り

思
い
出
話
を
し
た
り
し
て
楽
し
い
時
間
を
過
ご
し
ま
し
た
。

そ
れ
ぞ
れ
が
新
し
い
環
境
で
努
力
し
て
い
る
話
を
聞
き
、
刺

激
を
受
け
る
と
同
時
に
、
自
分
自
身
の
将
来
に
つ
い
て
深
く

考
え
る
き
っ
か
け
と
な
り
ま
し
た
。

　

二
十
歳
の
集
い
を
終
え
て
、
私
は「
大
人
に
な
る
」と
は
、

た
だ
年
齢
を
重
ね
る
こ
と
で
は
な
く
、
自
分
の
選
択
に
責
任

を
持
ち
、
周
囲
へ
の
感
謝
を
忘
れ
ず
に
生
き
て
い
く
こ
と
な

の
だ
と
感
じ
ま
し
た
。
こ
れ
ま
で
支
え
て
く
だ
さ
っ
た
家

族
や
先
生
、
友
人
へ
の
感
謝
の
気
持
ち
を
大
切
に
し
な
が

ら
、
こ
れ
か
ら
の
人
生
を
自
分
ら
し
く
前
向
き
に
歩
い
て
い

き
た
い
と
思
い
ま
す
。

南
砺
市
二
十
歳
の
集
い 

井
波
地
区

齊
藤 

虎
太
郎

※都合により中止又は変更する場合があります。

　『日本遺産』井波は、2018年（平成30）5月、瑞泉寺を中核と
した井波まち全体が、「宮大工の鑿一丁から生まれた木調刻美
術館・井波」として日本遺産に認定され、2024年（令和6）7月に
は、日本遺産の総括評価が行われ、ワンランク上の「重点支援
地域」に選定されました。
　『世界遺産』白川郷五箇山合掌造り集落は、1955年（平成7）
12月、世界遺産に登録されました。
　2025年（令和7）には、登録されてから30年の節目を迎えまし
た。なお、相倉合掌造り集落は日本遺産井波のストーリーを構成する文化財として位置づけされています。
　『井波別院瑞泉寺ナイトミュージアム』は、木彫刻の美術館とも称される瑞泉寺の本堂・太子堂・山門
等の精緻な木彫刻をライトアップすることで、昼間より彫刻の緻密さをより感じることができます。加え
て井波彫刻師の解説により、彫刻の技術や背景などへの理解をより深めることができます。
　井波地域づくり協議会では、いなみ講を通じて皆様に、日本遺産や世界遺産についての知識や認識・
理解を深め、ナイトミュージアムで井波彫刻の真髄に触れていただきたく、いなみ講『日本遺産・世界遺
産』出前講座&ナイトミュージアムを開催いたします。

いなみ講『日本遺産・世界遺産』出前講座&ナイトミュージアム開催！

◆日　時： 令和８年 ４月２０日（月）
 １７：００～１８：００・・・「日本遺産・世界遺産について」南砺市出前講座
 １８：００～１９：００・・・「ナイトミュージアム」井波彫刻師の解説
◆参加者： どなたでも自由に参加できます。 （右記QRから申し込み下さい➡）
 ☎（0763）82-3744 で直接お申し込みも可能です。
◆場　所： 井波別院瑞泉寺　本堂　ほか
主催・お問合せ：井波地域づくり協議会　（電話 0763-82-3744）　
共催： （一社）南砺市観光協会・井波日本遺産推進協議会・井波彫刻協同組合・観光ガイド井波の風・井波別院瑞泉寺
 井波別院瑞泉寺未来継承推進委員会

申込みQR

2026年5月1日㈮  保険診療開始

4月18日㈯  10：00～16：00  本町4丁目25番地
内見会・オープニングイベントNEW OPEN

この度、訪問診療を専門に行う診療所を開設いたします。〈訪問診療エリア：南砺市内〉 開診時間：月～金 9：00～12：00  13：00～17：00

10時頃から福まきやります。他、いろいろ企画中

予約不要

当院の契約者様は24時間
365日ご相談可能です



井
波
の
未
来
を
か
た
る

ら
、
イ
ベ
ン
ト
実
施
や
日
常
的
活
用
は
イ
ナ
ミ
ラ
イ
デ
ザ

イ
ン
と
各
地
域
団
体
と
連
携
し
て
進
め
て
い
き
ま
す
。

　

令
和
8
年
度
に
実
施
設
計
、
9
年
度
か
ら
10
年
度
に
か

け
て
解
体
工
事
と
全
体
工
事
、
10
年
度
末
の
公
園
完
成
を

目
指
し
ま
す
。

【
R
8
年
度  

I
N
A
M
I   

R
E
A
D
Y   

P
A
R
K 

P
R
O
J
E
C
T
】

　

公
園
が
で
き
る
ま
で
の
未
来
に
つ
な
げ
る
準
備
期
間
を

R
E
A
D
Y  

P
A
R
K  

P
R
O
J
E
C
T 

と
し
て
始

動
し
ま
す
。
解
体
前
の
旧
庁
舎
を
活
用
し
た
イ
ベ
ン
ト
を

は
じ
め
、
公
園
に
関
心
を
持
つ
人
を
増
や
す
こ
と
や
関
わ

り
続
け
る
人
の
関
係
性
を
育
て
て
い
く
た
め
の
企
画
を
実

施
し
て
い
き
ま
す
。

地
域
を
知
る
発
表
の
場
や
マ
ル
シ
ェ
の
賑
わ
い

　

今
回
の
フ
ォ
ー
ラ
ム
で
は
井
波
の
小
・
中
学
生
、
高
校

生
、
井
波
彫
刻
師
、
地
域
医
療
に
関
わ
る
開
業
予
定
診
療
所

な
ど
、
井
波
の「
今
」を
多
世
代
で
多
様
な
方
々
に
発
表
し

て
い
た
だ
き
ま
し
た
。
こ
れ
か
ら
開
業
を
目
指
す
人
の

チ
ャ
レ
ン
ジ
の
場
と
し
て
の
マ
ル
シ
ェ
も

大
に
ぎ
わ
い
で
し
た
。

　

世
代
を
越
え

て
、
多
種
多
様
な

笑
顔
が
ま
ざ
り

あ
う
井
波
ら
し

い
フ
ォ
ー
ラ
ム

に
な
っ
た
の
で

は
な
い
か
な
と

思
い
ま
す
。

　

旧
井
波
庁
舎
跡
地
を
ど
の
よ
う
に
再
整
備
す
る
の
か
。

N
P
O
法
人
イ
ナ
ミ
ラ
イ
デ
ザ
イ
ン
が
主
体
と
な
り
、
地

域
の
方
々
へ
の
ヒ
ヤ
リ
ン
グ
を
行
な
い
な
が
ら
関
係
機
関

と
も
連
携
し
、
計
画
を
構
築
し
て
ま
い
り
ま
し
た
。
今
回

の
フ
ォ
ー
ラ
ム
は
、「
ま
ち
な
か
ハ
ブ
公
園
プ
ロ
ジ
ェ
ク

ト
」の
基
本
計
画
を
共
有
す
る
機
会
と
な
り
ま
し
た
。

ま
ち
な
か
ハ
ブ
公
園
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト

【
公
園
の
在
り
方
】

　

公
園
が
単
な
る
憩
い
の
場
で
は
な
く
、
多
様
な
人
が
交

流
し
、
新
た
な
チ
ャ
レ
ン
ジ
が
生
ま
れ
、
そ
れ
が
地
域
全
体

に
広
が
っ
て
い
く「
ハ
ブ
」と
な
る
こ
と
を
目
指
し
ま
す
。

　

周
辺
の
空
き
家
を
活
用
し
た
開
業
の
見
込
み
や
広
が
り

か
ら
公
園
を
ハ
ブ
と
し
た
周
辺
エ
リ
ア
の
価
値
向
上
へ
つ

な
げ
ま
す
。

【
再
整
備
の
基
本
計
画
】

　

旧
庁
舎
と
旧
保
健
セ
ン
タ
ー
の
建
物
を
活
か
し
た
構
想

を
繰
り
返
し
議
論
し
て
き
ま
し
た
が
、、
維
持
管
理
の
体

制
・
費
用
・
人
材
の
観
点
か
ら
解
体
を
す
る
計
画
に
。
公
園

を
二
分
す
る
既
存
道
路
を
迂
回
さ
せ
る
こ
と
で
敷
地
を
一

体
化
し
、
開
放
的
で
連
続
性
の
あ
る
空
間
と
し
て
整
備
検

討
し
ま
す
。

　

周
辺
か
ら
の
ア
ク
セ
ス
性
を
高
め
、
植
栽
や
屋
根
空
間

な
ど
に
よ
り
、
人
の
流
れ
や
交
流
、
休
憩
や
滞
在
が
で
き
る

ゾ
ー
ニ
ン
グ
を
検
討
し
ま
す
。

【
運
営
・
管
理
体
制
の
検
討
と
ス
ケ
ジ
ュ
ー
ル
】

　

南
砺
市
の
管
理
敷
地
と
し
て
協
議
を
進
め
て
い
き
な
が

５
．
協
議
会
の
取
り
組
み（
住
む
人
・
営
む
人
・
訪
れ
る
人
）

　

住
民
自
治
の
立
場
か
ら
、
地
域
に
住
む
市
民「
住
む

人
」と
地
域
で
お
店
や
サ
ー
ビ
ス
を
提
供
し
て
い
る「
営

む
人
」、
を
軸
に
、
地
域
課
題
の
解
決
を「
伝
統
と
デ
ジ

タ
ル
の
融
合
」と
い
う
戦
略
で
解
決
で
き
な
い
か
提
案

さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
し
た
。

　

ト
ー
ク
セ
ッ
シ
ョ
ン
の
後
、
３
グ
ル
ー
プ
に
分
か
れ

て
ラ
ウ
ン
ド
ミ
ー
テ
ィ
ン
グ
と
し
て
、
参
加
さ
れ
た
市

民
の
皆
様
か
ら
、
そ
れ
ぞ
れ
の
思
い
や
感
想
を
い
た
だ

き
ま
し
た
。「
住
む
人
に
も
観
光
で
訪
れ
る
人
に
も
喜
ん

で
も
ら
え
工
夫
が
あ
れ
ば
よ
い
」「
イ
ベ
ン
ト
が
な
く
て

集
ま
れ
る
場
所
が
あ
れ
ば
よ
い
」「
ア
パ
ー
ト
が
あ
れ
ば

よ
い
」な
ど
、
貴
重
な
ご
意
見
を
い
た
だ
き
、
次
回
以
降

の「
井
波
ま
ち
な
か
会
議
」で
提
案
し
て
い
き
ま
す
。

　

今
後
も
、
同
様
の「
い
な
み
講
」を
予
定
し
て
お
り
、

会
議
の
進
捗
状
況
を
ご
報
告
す
る
と
と
も
に
、
ま
ち
の

未
来
に
つ
い
て
、
市
民
の
皆
様
と
一
緒
に
考
え
て
い
き

た
い
と
思
っ
て
い
ま
す
。

　

今
年
度
２
回
目
の
開
催
と
な
っ
た
今
回
は
、
1
月
に

始
ま
っ
た「
井
波
ま
ち
な
か
会
議
」に
つ
い
て
、
そ
の
設

立
の
経
緯
、
内
容
、
こ
の
後
の
展
開
等
に
つ
い
て
、
市
民

の
皆
様
に
お
話
し
し
ま
し
た
。

　

ト
ー
ク
セ
ッ
シ
ョ
ン
の
ア
ジ
ェ
ン
ダ
は

１
．
南
砺
市
総
合
計
画

　

こ
れ
ま
で
の
行
政
か
ら
の
指
針
・
計
画
と
、
推
移
・
ピ

ラ
ミ
ッ
ド
な
ど
人
口
動
向
に
つ
い
て
現
状
を
ご
報
告
し

ま
し
た
。

２
．
旧
庁
舎
跡
地
の
公
園
化
事
業

　

N
P
O
法
人
イ
ナ
ミ
ラ
イ
デ
ザ
イ
ン
が
中
心
と
な
っ

て
、
イ
ベ
ン
ト
開
催
な
ど
を
通
し
て
、
市
民
が
集
い
、
賑

わ
い
の
核
と
な
る
公
園
を
目
指
す
取
り
組
み
に
つ
い
て

ご
説
明
し
ま
し
た
。

３
．
拠
点
整
備
事
業（
A
C
E
プ
ロ
グ
ラ
ム
）

４
．
旧
東
洋
紡
工
場
の
跡
地
活
用
や
商
業
施
設
の
再
生

　
（
一
社
）ジ
ソ
ウ
ラ
ボ
が
中
心
と
な
っ
て
行
わ
れ
て
い

る
、「
日
本
遺
産
井
波
」を
発
信
す
る
施
設
設
備
、
文
化

体
験
を
提
供
す
る
世
界
レ
ベ
ル
の
観
光
拠
点
を
目
指
す

活
動
と
、
会
社
設
立
を
視
野
に
未
来
拠
点
と
し
て
の
旧

東
洋
紡
跡
地
の
活
用
、
デ
ジ
タ
ル
イ
ノ
ベ
ー
シ
ョ
ン
に

よ
る
商
業
施
設
の
再
生
に
つ
い
て
ご
説
明
し
ま
し
た
。

23

３
月
７
日（
土
）　

井
波
社
会
福
祉
セ
ン
タ
ー

井
波
ミ
ラ
イ
フ
ォ
ー
ラ
ム
2
0
2
6

2
月
27
日（
金
）　

井
波
社
会
福
祉
セ
ン
タ
ー

い
な
み
講

地
域
づ
く
り
部
会
副
部
会
長　

田
原 

秀
弘

　

食
生
活
改
善
推
進
員
の
皆
さ
ん
か
ら
ご
指
導
を
い
た

だ
き
南
砺
市
地
域
包
括
ケ
ア
セ
ン
タ
ー
の
調
理
室
に
て

16
名
の
参
加
者
に
よ
り
料
理
教
室
を
開
催
し
ま
し
た
。

　

今
回
の
料
理
は
、「
作
っ
て
食
べ
よ
う
！
か
ん
た
ん
ラ

ン
チ
」と
題
し
て
、
簡
単
昼
食
メ
ニ
ュ
ー
料
理「
唐
揚
げ

親
子
丼
」「
豆
腐
と
オ
ク
ラ
の
ス
ー

プ
」を
作
り
ま
し
た
。

　

参
加
さ
れ
た
皆
さ
ん
は
、
わ
い
わ

い
賑
や
か
に
楽
し
く
調
理
し
、
で
き

あ
が
っ
た
料
理
に
満
足
さ
れ
て
い

ま
し
た
。 12

月
19
日（
金
）午
前
10
時
30
分
〜

　
　
　
　
　
　
　
　

文
化
・
ス
ポ
ー
ツ
部
会

料
理
教
室（
か
ん
た
ん
ラ
ン
チ
）

　

本
年
も
多
世
代
交
流
事
業
と
し
て「
き
ぼ
り
っ
こ
」に

お
い
て
ク
リ
ス
マ
ス
会
を
行
い
、
小
学
生
や
保
育
園
児

と
保
護
者
、
約
１
０
０
名
の
参
加
が
あ
り
ま
し
た
。

　

今
年
の
出
し
物
は
、
バ
ル
ー
ン
シ
ョ
ー
や
マ
ジ
ッ
ク

シ
ョ
ー
で
す
。
子
供
た
ち
を
巻
き
込
み
、
会
場
に
は
、
笑

顔
が
あ
ふ
れ
ま
し
た
。

　

ま
た
、
恒
例
の
ビ
ン
ゴ
ゲ
ー
ム
で
は
、
ビ
ン
ゴ
に
な
れ

ば
、
プ
レ
ゼ
ン
ト
が
当
た
り
ま
す
。
し
か
し
、
プ
レ
ゼ
ン

ト
は
自
分
で
選
択
し
ま
す
。
な
か
な
か
決
断
が
で
き
な
い

子
供
た
ち
も
よ
う
や
く
決
ま
っ
た
プ
レ
ゼ
ン
ト
を
早
速
開

け
て
、
友
達
と
見
せ
合
い
会
話
が
弾
ん
で
い
ま
し
た
。

　

会
場
で
は
、
こ
ま
回
し
や
け
ん
玉
、
ゴ
ム
玉
鉄
砲
づ
く

り
、
折
り
紙
工
作
の
体
験
も
し
ま
し
た
。

12
月
6
日（
土
）午
後
２
時
〜

　
　
　
　
　
　
　
　

文
化
・
ス
ポ
ー
ツ
部
会

ク
リ
ス
マ
ス
会

自転車等に対する交通
反則通告制度が適応に
（「青切符」により取り締まりを
　行う反則金制度）

警察官に指導や警告を受けた場合は
すみやかに従わなければなりません。

携帯電話の使用等（保持）
反則金：12,000円

車道の右側通行 
信号無視（赤色等）

反則金：6,000円
一時不停止
イヤホンの使用
無灯火

反則金：5,000円
遮断踏切立ち入り
反則金：7,000円

並進 / 二人乗り
反則金：3,000円



　

今
年
度
後
期
の
元
気
塾
を
井
波
社
会
福
祉
セ
ン
タ
ー
、

社
会
体
育
館
に
て
開
催
し
ま
し
た
。

　

元
気
塾
の
目
的
は
健
康
で
活
動
的
な
生
活
を
送
る
た

め
に
、
知
っ
て
い
た
ら
役
立
つ
こ
と
を
発
信
し
、
生
活
に

役
立
て
て
も
ら
う
こ
と
で
す
。

　

気
に
は
な
る
け
ど
な
か
な
か
足
が
向
か
な
い
井
波
社

会
体
育
館（
特
に
ト
レ
ー
ニ
ン
グ
室
な
ど
）に
つ
い
て
も

知
っ
て
も
ら
い
、
体
力
作
り
を
す
る
と
と
も
に
コ
ミ
ュ

ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
の
場
に
も
な
り
、
元
気
な
身
体
と
心
で

安
心
し
て
長
生
き
し
て
い
た
だ
き
た
い
と
の
思
い
で
の

開
催
で
し
た
。

　

今
回
は
次
の
内
容
で
教
室
を
開
き
ま
し
た
。

・
フ
レ
イ
ル
チ
ェ
ッ
ク

・
介
護
の
講
義

・
ス
ト
レ
ッ
チ
体
操
と
筋
力
ト
レ
ー
ニ
ン
グ　

な
ど

　

こ
れ
か
ら
も
健
康

で
、
活
動
的
な
生
活
を

送
り
ま
し
ょ
う
。
ま

た
、
体
の
こ
と
で
困
っ

た
こ
と
が
あ
れ
ば
相

談
し
て
も
ら
え
た
ら

と
思
い
学
習
会
を
開

い
て
い
ま
す
。

 

井
波
地
域
づ
く
り
協
議
会
恒
例
の
新
年
祝
賀
会
を
町
内

会
や
各
団
体
の
代
表
計
68
名
の
参
加
を
い
た
だ
き
、
木

彫
り
の
里
創
遊
館
に
お
い
て
開
催
し
ま
し
た
。

　

三
谷
会
長
か
ら
、
昨
年
、
ア
メ
リ
カ
の
旅
行
誌「
コ
ン

デ
ナ
ス
ト
・
ト
ラ
ベ
ラ
ー
」に「
静
か
な
所
50
選
に
選
出
」

さ
れ
た
こ
と
、
文
化
庁
に「
日
本
遺
産
井
波
」が
、
重
点

支
援
地
域
と
し
て
選
定
さ
れ
た
こ
と
を
、
ま
た
、
戦
没
者

の
御
霊
を
慰
め
る
思
い
で
創
建
さ
れ
た
井
波
招
魂
社
の

屋
根
修
復
に
つ
い
て
、
皆
さ
ん
の
多
大
な
ご
協
力
に
よ

り
着
工
す
る
運
び
と
な
っ
た
こ
と
な
ど
に
つ
い
て
報
告

を
さ
れ
ま
し
た
。

令
和
８
年 

１
月
２
日（
金
）　
午
前
11
時
〜

　

地
域
で
悩
み
や
困
り
ご
と
を
抱
え
る
人
た
ち
の
身
近

な
相
談
相
手
と
し
て
、
ま
た
、
必
要
な
支
援
が
受
け
ら
れ

る
よ
う
行
政
や
専
門
機
関
へ
の
つ
な
ぎ
役
と
し
て
日
々

活
動
さ
れ
ま
す
。
委
員
任
期
は
３
年
で
、
令
和
７
年
12

月
に
一
斉
改
選
さ
れ
ま
し
た
。

　

ど
う
ぞ
宜
し
く
お
願
い
致
し
ま
す
。

　

ミ
ン
ト
ゥ
井
波
文
化
ホ
ー
ル（
南
砺
市
井
波
総
合
文

化
セ
ン
タ
ー
）で
、
井
波
小
学
校
、
井
波
中
学
校
の
ご
協

力
を
得
て
、
競
書
大
会
の
表
彰
式
を
行
い
ま
し
た
。
本

年
は
3
2
6
点
の
応
募
が
あ
り
ま
し
た
。
入
賞
さ
れ
た

皆
さ
ん
、
お
め
で
と
う
ご
ざ
い
ま
す
。

45

競
書
大
会
審
査
結
果

小
学
3
年
生
の
部

優
秀
賞
： 
澤
田
佳
歩

優
良
賞
： 
齋
藤
百
恵　

石
原
優
人

佳　

作
： 
長
谷
明
凜　

玉
井
杏
奈　

吉
川
実
花 

小
学
4
年
生
の
部

優
秀
賞
： 
磯
邉
隼
士

優
良
賞
： 
中
村　

光　

高
田　

歩

佳　

作
： 
大
島
青
葉　

長
谷
川
誠
治　

前
川
紹
巴 

小
学
5
年
生
の
部

優
秀
賞
： 
横
山
綾
音

優
良
賞
： 
池
田
想
菜　

澤
田
心
晴

佳　

作
： 
安
藤
月
乃　

長
井
馨
子　

武
田
彩
楓 

小
学
6
年
生
の
部

優
秀
賞
： 
大
谷
響
子

優
良
賞
： 
髙
田
凌
太
郎　

冨
田
珠
莉

佳　

作
： 
江
川
紗
和　

得
永
智
矢　

中
嶋
菜
緒 

中
学
1
年
生
の
部

優
秀
賞
： 
髙
田
菜
海

優
良
賞
： 
上
田
綾
那　

角
藤
舞
依

佳　

作
： 
磯
辺
紗
希　

山
﨑
珠
花　

利　

望
未 

中
学
2
年
生
の
部

優
秀
賞
： 
得
永
葵
衣

優
良
賞
： 
板
橋
佳
志
乃　

山
田
さ
く
ら

佳　

作
： 
澤
山
叶
芽　

髙
橋　

恵　

山
岸
香
凛 

中
学
3
年
生
の
部

優
秀
賞
： 
瀧
田
夏
睦

優
良
賞
： 
板
橋
慎
琴　

野
村
一
華

佳　

作
： 
小
久
保
玲
那　

藤
原
瑞
季　

森
夏
奈
花

　
《
氏
名
》　
　
　
　
　
　
《
担
当
地
区
》

直
海 

幸
男 

再 

八
日
町
・
六
日
町
・
松
島

多
田 

伸
子 

再 

上
新
町
・
中
新
町

清
水
麻
利
子 

新 

下
新
町
2
区

山
下 

郁
子 

再 

下
新
町
1
区
・
下
新
町
3
区

上
村 　

司 

新 

山
下
・
北
川

大
久
保
登
美
子 
新 

今
町
2
区
・
今
町
3
区

藤
井   

等 

新 

今
町
4
区
・
末
広
町

藤
崎
真
由
美 

再 

栄
町
・
栄
町
住
宅

 

 

ビ
レ
ッ
ジ
ハ
ウ
ス
井
波　

坂
井 

悦
子 

再 

今
町
1
区
・
木
崎
野
町

金
田 

光
範 

新 

東
町

土
田 
信
久 

新 

三
日
町
・
畑
方
・
藤
橋
・

 

 

山
見
町
並

清
水 

秀
子 

新 

上
山
見
・
山
見
住
宅

永
原 

順
子 

再 

下
山
見
・
京
願
町

宇
野 

雪
江 

再 

主
任
児
童
委
員　

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

  （
敬
称
略
）

１
月
３１
日（
土
）　

文
化
ス
ポ
ー
ツ
部
会

受賞された生徒の皆さん

筋力トレーニング

新
年
祝
賀
会

１
月
23
日
〜
２
月
20
日　
毎
週
金
曜
日
開
催

　
　
　
　
　
　
　
　
　
文
化
・
ス
ポ
ー
ツ
部
会

百
歳
ま
で
元
気
で
生
き
る
た
め
に

任
期
：
令
和
７
年
１２
月
１
日
〜
令
和
１０
年
１１
月
３１
日

民
生
委
員
児
童
委
員
の
改
選（
井
波
地
区
）

　

南
砺
市
内
31
の
地
区
に
組
織
さ
れ
て
い
る
各
地
域
づ

く
り
協
議
会
の
取
組
発
表
会
が
行
わ
れ
ま
し
た
。
井
波

地
域
か
ら
は
南
山
見
地
区
よ
り
、「
次
代
に
つ
な
ぐ
郷

土
誌
の
編
纂
」、
山
野
地
区
よ
り「
集
落
の
教
科
書
で
地

域
の
活
性
化
」の
報
告
が
あ
り
ま
し
た
。

　

ア
ト
ラ
ク
シ
ョ
ン
と
し
て
、
移
住
前
か
ら
活
動
し
て

い
た「
昭
和
歌
謡
」歌
声
ミ
ニ
ラ
イ
ブ
を
行
い
ま
し
た
。

　

今
回
は
、
大
ヒ
ッ
ト
曲
で
あ
る「
東
京
ラ
プ
ソ
デ
ィ

（
昭
和
11
年
）」、「
あ
あ
上
野
駅（
昭
和
39
年
）」、「
な
ご

り
雪（
昭
和
50
年
）」の
３
曲
を
、
当
時
の
富
山
県
や
井

波
で
起
こ
っ
た
出
来
事
を
話
し
な
が
ら
元
気
よ
く
歌
い

上
げ
ま
し
た
。

　

昭
和
歌
謡
は
特
に
世
代
を
超
え
て
一
緒
に
歌
え
る
曲

が
多
く
、
今
後
も
協
力
隊
の
活
動
を
通
し
て
歌
で
も
井

波
を
盛
り
上
げ
て
い
き
た
い
で
す
。

２
月
１５
日（
日
）　

ア
・
ミ
ュ
ー
ホ
ー
ル

地
域
お
こ
し
協
力
隊
井
波
地
域
担
当 　
森
川
友
加
里

地域おこし協力隊井波地域担当
森川さん

小
規
模
多
機
能
自
治

　
　
　
　
各
地
区
取
り
組
み
発
表
会

第
47
回
競
書
大
会
表
彰
式


